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１．はじめに
千葉県富津市金谷にある金谷ステーションは、2017
年に立ち上げられた総合観光インフォメーションセン
ターである。山登りや釣り、ツーリングなどで訪れた
人に街の魅力を伝える情報発信地として、多くの人が
集う場所である。この金谷ステーションに隣接する駐
車場には、駐車場と住宅を隔てている塀がある。この
塀は、房州石というこの地域に産出する石材を組んで
作られている。本稿では、この金谷ステーション駐車
場の塀を題材として、房州石の劣化について考証する。
２．房州石について
このあたりの地形は、100 万年前に隆起した際の褶
曲でできたといわれている海の中の火山灰がもとと
なって形成されている。上部は、砂質凝灰岩や砂質凝
灰角礫岩から成る竹岡層、下部は砂質泥岩・泥質砂岩・
凝灰質粗粒砂岩などから成る荻生層で、凝灰岩層は強
固で比較的侵食されにくいといわれている。一方、そ
の更に下層の泥岩を主体とする稲子沢層は侵食されや
すく、この質の差によって周辺の地形が形成された 1）。
ここで産出する石は「房州石」と呼ばれ、「千葉石」「木
下貝層の貝化石群」と共に日本地質学会が定める県の
石に選ばれている。なお考古学の分野で、例えば古墳
の石室に用いられる石材について、穿孔貝の生痕化石
のあるものを房州石と記載することがあるようだが、
それは本稿で取り上げる鋸山から産出する房州石とは
全く異なる。
産出地である鋸山は、現在ハイキングや山内にある
日本寺の参拝に訪れる人で賑わいをみせる場で、2017
年に日本を訪れた外国人が選ぶディープジャパンで高
野山に次ぐ全国第２位となった。海抜 329m のそう高
くない山ながら、東京湾や富士山までも見渡すことが
できる眺望、海と同時に見ることのできる豊かな緑色
が一面に広がる森林、日本寺境内の雰囲気、そして石
切場の遺構と変化に富んだ景色が人気の理由である。
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図１．石切場（岩舞台）
それは、日本人にとっても同じであろう。
石材（製品）としての房州石は、切り出す場所によっ
て竹岡層から成る頂上付近の「上石」、中腹付近の「中
石」、鋸山周辺の山から切り出した「下石」と呼び分
けられている。鋸山上部の岩盤に由来する凝灰岩には、
白い軽石が筋目として白く入っていたり、玄武岩質の
スコリア（軽石）も黒く表れている。こうした自然が
作り出した模様や風合いもまた、この石の魅力の一つ
である。深く濃い灰色を基調としたこの石材を利用し
た塀や建物は、麓の金谷や保田の街に落ち着いた雰囲
気を醸し出している。
このように鋸山は良質な石材の産出地として、江戸
時代中期から 1985（昭和 60）年 12 月まで産業として
の石切りが盛んに行われ、最盛期には年間 56 万本が
石材として切り出されたといわれている。消費地は地
元だけでなく、横浜港開港とともに護岸の土木材料と
しての需要が高まったことも産業が発展した背景とし
て挙げられている。現在の鋸山各所には、産業が盛ん
だった頃を彷彿とさせる痕跡を見ることができる。鋸
山の場合、山の上部の方が良質な石が産出するという
ことから、平地で切り出す場合と異なり、切り出した
石材を麓まで下す必要があった。その際用いられた運
搬路が車力道・樋道と
呼ばれるものである。
現在ハイキングコース
の一部になっている車
力道は、木製の台車に
切り出した石材を乗せ
て運搬するための道
で、その轍が道の両側
に残っている。一方、
樋道では傾斜を滑らせ
るように石材を運搬し
た。道に敷かれた石表
面が摩擦で滑らかに
なっている様子から、
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数多くの石材がここを通って麓へ下りて行ったことが
わかる。このように、鋸山の石切場（図 1）は、産業
としての石切りの歴史を今に伝える貴重な場であり、
また人が一振り一振り加工して出来上がった現在の地
形は圧巻で、その造形美を称える人も多い。
切り出された石材の主な利用法は、塀、建物の外壁、
基礎、窯などである。凝灰岩は耐火性に優れ、また保
温力もあるため窯に適している。地元ではピザ窯とし
て活用され、埼玉県では煎餅を焼く際に用いられてい
る。消費地は、麓の金谷や保田の街に留まらない。例
えば、神奈川県横浜市の山手界隈の石積みの多くは房
州石製で、外人墓地の塀やブラフ溝をはじめ、各所に
今もその姿を見ることができるが、付近を通行する人
が石塀にあまり目を向けないことが残念である。また、
都内では千代田区の靖国神社の塀の下部、品川区の寄
木神社の社殿などが有名である。寄木神社のある品川
区では、護岸にも用いられてきた歴史があり、埋め立
てが進んで現在はすっかり内陸となった街中にもその
名残が見られる。また、品川区立品川歴史館では、区
内から移設した房州石製の護岸の一部を組み直して展
示している。
３．調査対象
本稿で題材とするのは、金谷ステーション駐車場の
石塀（図　2（■ 頁）・図 3）である。塀の長さは 743
㎝だが、これは駐車場の敷地内における長さで、実際
には隣接するコンビニエンスストアの裏へと続いてい
るためさらに長い。
表 1．石材の個数
段数
（段目）
1 段あたりの数
（個）
変質している数
（個）
1 15 15
2 18 18
3 17 16
4 18 10
5 15 8
6 17 16
この塀が建てられた明確な年代はわからないが、石
材表面に石を切り出す時についた機械の刃痕がついて
いることから、採石方法がそれまでの手掘りに代わっ
て機械切りが導入された 1958（昭和 33）年以降に切
り出された石材であることがわかる。
４．調査
塀の現状を知るため、目視観察、塩化物イオン（Cl-）
濃度測定、表面温度測定、水分量について調査を実施
した。
４－１．目視観察
この塀を構成する石材はいずれも房州石だが、大部
分が白色を呈するもの、ピンク色が所々に混じるもの、
比較的均質な灰色、大きな礫が混じるものなど様々な
質が混在している。この白色部分は軽石である。鋸山
上部から産出する良質の「上石」と呼ばれるものの中
に、ピンク色の淡く柔らかな色合いが混じる石材があ
る。これを「桜目」と呼び、房州石の中でも最上級品
とされてきた。例えば、金谷ステーションから徒歩 1
分程度の所にある国の登録有形文化財鈴木家石蔵（図
4）、金谷美術館外壁にも見られるものである。
図 4. 鈴木家石蔵の入口部分
図 3　配置簡略図
高さは 134㎝、石材の厚みは約 28㎝である。ただし、
向かって右端は石材の向きを変えているため、奥行が
55 ㎝ある。石材は横長に用いられ、6 段積みで構成さ
れている。長さは石材によってまちまちであるが、石
切場から切り出す際の規格は約 80 ㎝である。各段の
石材の数は表 1 の通りで、合計 100 個ある。なお、最
上段を 1 段目とし、最下段を 6 段目と称する。
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同じく国の登録有形文化財の鈴木家石垣は、石蔵と
同じ敷地にあり、江戸時代に組まれたものをその後改
変し、現在も使用している（図 5）。この塀は劣化の
著しい石材があり、既に板状の石材に取り替える補修
作業が行われている。補修がされていない石材の中に
は、表面が摩耗して最大 8 ㎝窪んでいる石材がある。
8 ㎝までは至らなくても、数㎝窪んでいる石材は珍し
くない（図 6）。
たことは、モルタルと石材の接地面の様子からうかが
える。
この塀の特徴は、石材表面が通常の房州石と異なる
石材が非常に多いということである。この状態を本稿
では、以下「変質」と表現する。ただし、これが本当
に変質という表現が適しているか定かではない。あく
まで主観的な判断になるが、筆者が目視にて変質し
ている・していないを分けた結果が表 1. 右側の「変
質している数」である。この結果からわかるように、
100 個中 83 個が一般的な房州石の表面と異なる状態
になっている。なお、1 個の石材の中でも変質してい
る箇所としていない箇所を併せ持つことがあるが、こ
の場合も「変質している」と数えた。
この変質について、房州石には「茶碗肌」と呼ばれ
るものがある。定義づけはされていないようだが、地
元の方々の話から以下のことが茶碗肌の石として該当
するようである。
・	釉薬のかかった焼物の底に似ており、尚且つ表面が
滑らか
・表面に触れても石材粒子が手に付かない
・硬い
・石材粒子がその部分は密に見える
・色が茶碗肌以外の箇所と異なる
・	「茶碗肌になるとそれ以上石が悪くならない」とい
われている
着目すべきは、「茶碗肌になる」という言い方がな
されることである。「なる」とういうことは、元々は
こうでなく、何らかの作用によって変化した結果こう
なったということである。金谷の街中にある房州石の
製品をよく見ると、表面の状態が異なる石を他にも見
かける。特に塀に用いられている石材の最上段がわか
りやすく、側面は変質しているのに対し、地面と平行
になる上面は、側面の表層とそれ以外の所で明らかに
色合いが異なるのである。表面に触れた際、手に粒子
が付着するか否かも差が生じ、変質している石材表面
は触れても石材粒子が手につかない。
この塀は、所謂茶碗肌の概念に一致しないところも
あるものの、表面に膜がかかっているかのような状態
が見られる。それは灰色を基調とする細粒の石材も、
礫の混じる粗粒の石材も、桜目の石材も、表面の殆ど
が軽石で白色を呈する石材も、何れにおいても見られ
る状況である。特に軽石を含む白色部はよりその白色
が目立つ。なお、街中で見られる石材は側面のみが変
化しており、上面は変化していないことが多いと述べ
たが、ここは最上段の石材上面も変質している。変質
していない石材と、している石材の例として、図 8・
9 に石材の拡大図を示した。
筆者が房州石の調査を始めた当初は、麓に製品とし図 7. 摩耗した石材表面
図 5. 鈴木家石垣
図 6．鈴木家石垣の劣化部
一方、この金谷ス
テーション駐車場の塀
は、鈴木家石垣ほど摩
耗が進行して表面が大
きく窪むという状況に
はない。しかしなが
ら、図 7 のように隣接
する石材との隙間を充
填しているモルタルに
対し、石材表面が窪ん
だ状態にある石材も見
られる。これが当初か
らこのような施工だっ
たのではなく、摩耗し
た結果このようになっ
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て存在するものにこうした変化が生じていると推察し
ていた。その理由として、先に述べた茶碗肌になると
いう表現と、実際に採石をしていた鈴木士朗氏の話が
挙げられる。鈴木氏は図 1 の鋸山上部の石切場で最後
まで操業していた芳家石店の職人で、鈴木氏に茶碗肌
のことを伺った際、「地元の石材店の人はそう言うが、
石を切り出していた自分たちは山でそうしたものを見
ていない」と仰っていた。改めて石材表面の状態に注
視して鋸山を歩くと、現在は変質した箇所が山内に見
られる。しかし、母岩から切り出された新鮮面はこの
ような状態ではなく、露出して年月を経てこのような
状態になるのであれば、石を切り出す作業に従事し、
常に新鮮面を目にしていた鈴木氏は、石切場で変質し
た石を見ていない。通称「岩舞台」と呼ばれる芳家石
店の石切場以外は、1985 年以前に採石を終了してお
り、数十年の時を経ている。また、山内の岩盤は江戸
時代、或いはそれ以前から露出している面もあるだろ
う。こうした歳月の中で変化が起きている可能性は、
麓の各所に見られる石塀の変質を見ても否定できるも
のではない。
石材を構成する鉄分の酸化によるものであるとの考
えもあるが、このような石材表面の変化の過程につい
ては、未だ十分な理解がなされていない。しかし、「茶
碗肌になるとそれ以上石が悪くならない」、石材粒子
が手につかない、表面が茶碗肌になっていない石材よ
り硬いという事実からわかるように、茶碗肌になるこ
とで摩耗しやすい房州石の劣化が遅くなる可能性が高
い。即ち、この変化を解明することは、保存対策を検
討する際に大いに貢献するものと期待できる。これに
ついては今後の課題としたい。
４－２．塩化物イオン（Cl-）濃度測定
筆者は、石材表面や砕屑物中の塩化物イオン（Cl-）
濃度を測定し、客観的にその劣化度を評価するという
調査方法に取り組んでいる。測定手順は①～⑥の通り
である。
①容器に 150ml の水を用意し、使用する水中の Cl- 量
を検知管（光明理化学工業株式会社製　塩素イオン
検知管 201SC）で測定する。
② 5 ㎝ ×5 ㎝の測定面に対し、水を含ませてよく絞っ
たガーゼ（30 ㎝ ×30 ㎝）で縦横 50 回拭き取る。
③ガーゼを 150ml の水で濯ぎ、よく絞る。
④②と③を１サイクルとし、計５サイクル行う。
⑤ 5 サイクル終了後、水溶液に検知管を入れ、Cl- の
値を読み取る。
⑥読取値と水に含まれている Cl- 値を式に入れて ppm
（mg/ ㎡）を算出する。
図 9. 変質している石材表面
図 8. 変質していない石材表面
以上の手順からわかるように、この方法は薬品類を
一切用いず、また石との接触面も 5 ㎝ ×5 ㎝と狭い範
囲のため、石造物表面にかかる負担が非常に少ない。
この方法を用いて、駐車場と住宅を隔てる塀の計 21
か所を測定した。いずれも測定面は、駐車場のある
海側に面している。測定箇所と測定結果は図 10 ～ 13
（126-127 頁）の通りである。塀に向かって最も左側
が図 10、最も右側が図 13 である。
最も含有率の高かった箇所はイの 6000ppm であっ
た。ここは摩耗するだけでなく、表面が一部剥離し
ている。最も低い値はエの 0ppm、つまり Cl- は検出
されなかった。この石は左半分が変質し、右半分は通
常の状態に見受けられた。測定したのは右半分の変
質していない箇所である。100 ～ 1000ppm は 11 箇所、
1000ppm 以上は９箇所であった。桜目の測定箇所と桜
目以外の箇所を比較すると、桜目の方が保有する Cl-
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量が多い傾向にあるが、歴然とした差ではない。
筆者は、劣化の著しい石材を有する例として挙げた
鈴木家石垣をはじめ、他にも国内各地でこれまで石材
表面が摩耗して数㎝、場合によっては 1m 以上抉れて
いる場所の Cl- 量を測定してきた。こうした場所から
は、10000ppm（mg/ ㎡）以上の Cl- が検出されること
から、石材表面の摩耗に Cl- が深く関与していること
を明らかにした。傾向として、表面が抉れている、摩
耗して付近に石材粒子が散在している所には Cl- が多
く含まれ、一方状態の良好に見られる箇所は低い値で
ある。こうした場所に比べるとこの塀の値は相対的に
低く、急速に劣化が進行しているわけではない。今回
調査している面は、海側を向いている。塀のある駐車
場と海の間には、内房なぎさラインという大通りと建
物がある。建物によって隔てられているとはいえ、こ
の辺りは嵐の後、建物の壁や窓ガラスなど表面が平滑
な面にも白い塩の結晶を目にする。隣接する金谷ス
テーションの壁や窓ガラスも同様で、ガラスと桟の隙
間を埋めるゴム部分、さらに建物外側からゴム部分を
通って建物の内側にも浸透して結晶化している光景も
目にした。これは、金谷港と神奈川県の久里浜港を結
ぶ船も同様である。塩類風化の塩類は、石そのものに
含まれている成分や、土壌中の成分に由来するが、そ
のほかにもこの塀の立地環境上、海からもたらされる
飛来塩も供給源となっている。それは今後も変わるこ
とはない。そのため、現段階で塩類の影響が甚大でな
くとも、今後も注意をしていく必要がある。
４－３．表面温度
赤外線サーモグラフィ FLIR E8 を用いて、塀表面の
温度を測定した。測定日は 2018 年 2 月 25 日、この日
の天気は曇りで一時的に日差しはあったものの、殆ど
曇りであった。なお、前日も曇りであった。
例としてデジタルカメラ画像（図 14）とサーモグ
ラフィ画像（図 15）を挙げる。天気が曇りで直射日
光の当たり方による不均衡がなかったため、全体とし
て特異な状況は見られなかった。この塀は房州石と
言っても様々な質の石材が多数存在するが、質・含有
物による顕著な温度差も見られなかった。但し、日差
しの強い夏場であれば、直射日光や石材内部への熱の
伝わり方などで差が生じる可能性もある。
４－４．水の吸収について
図 16（125 頁）a は 2018 年 2 月、曇りの日の様子で、
ｂは 2017 年 9 月の雨が降った後の様子である。雨が
降ったことで石材表面、或いは地面を通った水が石材
内部に浸入し、水を含んだ濡れ色を呈している。白色
の軽石層は元々白いため、吸水による色の変化は一見
わかりにくい。また、先に述べた変質の有無にも明確
な差や傾向はみられず、一様に水分を含んだ色に変化
していた。
房州石は灰色を基調とし、その他軽石が様々な色を
呈している。このうち軽石部分がピンク色の石材は「桜
目」と呼ばれている。軽石の色を桜の花に例えたもの
である。水を含むとさらにピンク色が鮮明に浮かび上
がるものがあるといわれており、その美しさが最上級
品と称される由縁である。そこで、調査対象としてい
る石塀のピンク色の軽石部が目立つ石材（塀に向かっ
て最も右側、上から 4 段目）表面に水を含ませた。図
17 が乾燥した状態、図 18 が水を含んだ状態である。
確かに、水を含むと他の白色や暗灰色の箇所に比べて
ピンク色が鮮明に見えるようになる。
図 14．デジタルカメラ画像
図 15．赤外線カメラ画像
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５．まとめ
今回調査対象としたのは、昭和に造られた石塀であ
る。これ自体は文化財というわけではないが、この塀
には様々な質を持つ房州石が用いられており、これら
について調査することは、他の房州石製品の劣化や保
存を考える参考となる。現段階において、この塀は急
速且つ著しく劣化が進行しているわけではなかった
が、表面の摩耗や剥離が確認されている。この塀がこ
の先数十年、数百年と残っていく中で、どのようなこ
とが起こり得るのか、現状を把握しておくことで今後
の変化の度合を知ることにつながると考えている。
本稿で取り上げた茶碗肌及び石材の変質について
は、地学の見地からはもしかしたら容易に解決するメ
カニズムなのかもしれないが、現段階の筆者はそれら
の知識に乏しい。そのため、今後この茶碗肌について
も重点的に研究を進めたいと考えている。「茶碗肌に
なるとそれ以上悪くならない」、つまり茶碗肌に代表
される石材表面の変質を知ることは、石造文化財の
保存対策を検討する上で役立つ要素につながる可能性
が高い。そのためこの塀については、今後も長期的な
観察と調査を継続していきたい。
図 17．乾燥した状態
図 18．水を含んだ状態
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